
10
月
４
日
読
売
で
流
山
・
柏
・
我
孫
子
の
３
市
で
運
営
す
る
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
に

つ
い
て
、
「
「
火
葬
待
ち
」
深
刻
最
長
17
日
」
「
新
斎
場

不
可
欠
」
と
報
道
。
市
議
会
決
算

審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
お
だ
ぎ
り
た
か
し
市
議
が
、
実
態
の
共
有
化
を
求
め
質
疑
し
て
い

ま
し
た
。

お
だ
ぎ
り
市
議
の
質
疑
に
対
し
、
「
１
日

の
対
応
件
数
は
、
Ｒ
４
年
10
月
１
日
ま
で
が

１
日
21
件
、
２
日
か
ら
24
件
。
コ
ロ
ナ
禍
の

時
間
外
対
応
も
あ
り
、
Ｒ
４
年
度
稼
働
率
は

１
０
０
．
９
％
」
「
年
間
対
応
件
数
６
７
６

５
件
に
対
し
、
３
市
の
死
者
数
は
Ｒ
４
年
度

７
８
７
４
人
と
な
り
、
１
１
０
９
人
は
当
該

施
設
以
外
で
対
応
し
て
い
る
」
と
回
答
。
ま

た
「
将
来
の
予
測
で
は
、
２
０
２
５
年
７
９

８
８
人
、
３
５
年
９
３
２
７
件
」
「
Ｒ
４
年

度
の
「
火
葬
待
ち
」
は
平
均
６
日
、
最
大
15

日
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
市
議
会
で
詳
細
な

実
態
を
回
答
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

過
去
、
「
火
葬
ま
で
の
日
数
が
か
か
る
」

「
費
用
は
高
く
て
も
、
他
市
の
斎
場
を
利
用

し
た
」
と
の
市
民
の
声
が
市
議
会
で
も
紹
介

さ
れ
る
も
の
の
、
「
十
分
対
応
で
き
て
い
る
」

「
日
や
時
間
を
選
ば
な
け
れ
ば
対
応
可
能
」

と
の
見
解
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

お
だ
ぎ
り
市
議
の
質
疑
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、

「
Ｒ
５
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
指
摘

要
望
事
項
（
議
会
全
体
の
合
意
事
項
分
）
」

に
、
「
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
に
つ
い

て
は
、
火
葬
に
お
け
る
待
ち
日
数
が
年
々

伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
や

負
担
軽
減
策
を
図
る
た
め
の
抜
本
的
な
対

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。
ま
た
市
議
会
や
市

民
と
の
情
報
共
有
を
進
め
ら
れ
た
い
。
」

と
の
項
目
が
加
わ
り
ま
し
た
。

政
策
の
違
い
や
政
策
的
優
先
度
が
異
な

る
下
で
も
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
参

加
す
る
全
会
派
が
合
意
し
た
事
項
に
ウ
イ

ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
が
位
置
付
け
ら
れ
た

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

超
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展
と
、
「
多

死
社
会
」
と
言
わ
れ
る
下
で
、
情
報
を
共

有
し
、
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ウイングホール柏斎場について

Ｈ７年１１月から稼働し、施設

稼働から２０年以上が経過。

施設の大規模修繕や増加する火

葬需要に対応するため、Ｈ２９年

２月にウイングホール柏斎場整備

等基本計画を策定。火葬炉は９基

から１２基（３基増設）となり、

現在既設の９基についても順次新

型炉への入替えを進め、令和３年

度には入替えが終了。



物
流
セ
ン
タ
ー
で
働
く
労
働
者
か
ら
、
改
善

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
お
だ
ぎ
り
た
か
し
市
議
は
、

現
地
調
査
後
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
質
疑

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

遠
藤
康
弘
道
路
建
設
課
長
は
「
歩
行
者
の
安

全
面
で
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
安
全
対
策
が

課
題
」
と
し
、
「
検
討
す
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
質
疑
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
「
Ｒ

５
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
指
摘
要
望
事
項

（
議
会
全
体
の
合
意
事
項
分
）
」
に
も
初
め
て

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

お
だ
ぎ
り
市
議
は
、
「
狭
い
道
路
な
の
に
、

北
上
す
る
車
両
、
南
下
す
る
車
両
、
ぐ
り
ー
ん

バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
通
り
、

歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
安
全
面
で
大
き
な
課

題
が
あ
り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
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